
　

　

　　　診療機能

指標の解説

定義

７．入院患者の肺塞栓症の発生率

【分子】 入院中に発症した肺塞栓症の患者数

【分母】 退院患者数

入院患者数のうち手術等を実施後、肺塞栓症を発症し、治療を行った患者数の割合

ＤＰＣデータより抽出

安全で質の高い医療の提供に関して、肺塞栓症に対する病院全体の予防への取組に

ついて肺塞栓患者の発生状況から評価する。

肺塞栓症は、入院中の長期臥床や手術等により発症することが多く、発症すると致

命的な病状になる。予防法が確立され適切な処置により発症を防止することが可能で

ある。

発生率が低い場合には、入院中の肺塞栓症予防に積極的に取り組み、また、その効

果が上がっていると評価できる。

算式
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No 施設名 分母 分子 発生率（%） 分母 分子 発生率（%）

1 道 央 2,453 0 0.00 2,497 0 0.00

2 釧 路 8,210 1 0.01 8,080 2 0.02

3 青 森 3,975 3 0.08 3,841 2 0.05

4 東 北 11,239 7 0.06 10,008 4 0.04

5 福 島 5,074 4 0.08 5,892 4 0.07

6 千 葉 10,896 1 0.01 10,977 4 0.04

7 東 京 7,679 2 0.03 7,738 5 0.06

8 関 東 14,889 5 0.03 15,011 6 0.04

9 横 浜 18,395 9 0.05 18,713 4 0.02

10 新 潟 1,838 1 0.05 1,637 1 0.06

11 富 山 4,132 1 0.02 4,199 0 0.00

12 浜 松 5,247 1 0.02 5,729 2 0.03

13 中 部 9,807 4 0.04 9,560 2 0.02

14 旭 4,571 0 0.00 4,074 0 0.00

15 大 阪 20,391 0 0.00 21,044 0 0.00

16 関 西 17,539 3 0.02 17,749 11 0.06

17 神 戸 6,483 4 0.06 6,011 1 0.02

18 和 歌 山 7,582 3 0.04 8,196 3 0.04

19 山 陰 7,547 10 0.13 7,613 4 0.05

20 岡 山 6,716 4 0.06 6,508 5 0.08

21 中 国 8,256 3 0.04 7,902 0 0.00

22 山 口 4,845 0 0.00 4,717 2 0.04

23 香 川 9,316 3 0.03 9,165 0 0.00

24 愛 媛 2,903 0 0.00 3,107 1 0.03

25 九 州 10,242 9 0.09 10,580 9 0.09

26 門 司 3,116 0 0.00 3,332 0 0.00

27 長 崎 6,023 2 0.03 5,933 6 0.10

28 熊 本 9,336 8 0.09 9,973 6 0.06

228,700 88 0.04 229,786 84 0.04

500 床 以 上 15,377 5 0.03 15,348 5 0.03

400 床 以 上 8,840 4 0.05 8,906 4 0.04

300 床 以 上 6,713 3 0.05 6,842 3 0.05

300 床 未 満 3,284 1 0.02 3,241 1 0.02

※平成30年度以降、肺塞栓症疑いの患者数を分子から削除。
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７．入院患者の肺塞栓症の発生率
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